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要 ᪨
本研究では NGC 3184 の視⥺㏿度分布と光度分布を解析することでダークマターがసる㔜ຊຍ㏿度の分布を≉定

し、ダークマター㉁量を᥎定した。ダークマター㉁量は 1.2 × 10ଵଵٖܯ となり、先行研究と↓▩┪な結果となった。

めにࡌࡣ．１
㖟Ἑのダークマター㉁量分布は、㖟Ἑのᙧᡂ㐣⛬のヲ⣽な解析につながる。本研究では、

඾型的な ᕳ㖟Ἑである NGC 3184 に対して (1) ᅇ㌿୰心と傾き角の決定、(2) ࢞ス・星

㉁量分布の算出、(3) ダークマター㉁量᥎定、という手順で  解析を行う。まࡎ、㖟Ἑの視

⥺㏿度分布を౑うことで㖟Ἑのᅇ㌿୰心と㖟Ἑの傾き角を求めた。求めた傾き角を用いて、

傾き角からᅇ㌿㏿度をィ算した。次に、㖟Ἑᅇ㌿を෇㐠動と௬定し、空間分解された㔜ຊຍ

㏿度を画像のࣆクセルࡈとに求め、それらから࢞スと星による㔜ຊຍ㏿度を差し引くこと

でダークマターによる㔜ຊຍ㏿度を分㞳する。ダークマターの෇㐠動と球対⛠を௬定する

と、୓有引ຊは遠心ຊと㔮り合うため、これを利用してダークマターのෆໟ㉁量を求めた。

２．ᅇ㌿୰ᚰ・ഴࡁゅの኱ࡉࡁの≉定ᡭ法
㖟Ἑが෇┙≧であり、それをᩳめから見ることでᴃ෇に見えているとする。㖟Ἑがᅇ㌿しているとして、㖟Ἑの୰心

をᅇ㌿୰心とすると、以下の性㉁がᡂり立つ。ここで、図1 は㖟Ἑの視⥺㏿度分布のᴫᛕ図である。

1. 図1 の実⥺▮༳ୖの視⥺㏿度のᶆ‽೫差が最も小さい。

2. 図1 の点⥺▮༳ୖの視⥺㏿度のᶆ‽೫差が最も大きい。

3. 実⥺▮༳と点⥺▮༳がそれぞれᴃ෇の長㍈、▷㍈である。

以ୖの性㉁を用い、長㍈と▷㍈の஺点として୰心を求めた。同ࡌ௬定を置くと、㖟Ἑのᅇ㌿㏿度 ݒ は外側で࡯と࡝ࢇ

一定となる。視⥺㏿度を ୐୓ୗݒ 、傾き角を ߠ とすると、式1 より ݒ を求めることができる。
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ここで、ݔ , は㖟Ἑ୰心がཎ点の┤஺ᗙᶆ系でのݕ , ݔ ݕ ᗙᶆである。NGC 3184 はフェイス࢜ン㖟Ἑであり、㖟Ἑの長㍈

と▷㍈の比から ߠ を⢭度よく求めることはᅔ㞴である。よって、ߠ の値は ݒ のᶆ‽೫差が最小となるものを᥇用した。
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㖟Ἑの෇㐠動を௬定することで、ࣆクセルࡈとの࢞ス㉁量と星㉁量は以下のように求められる。

࢞ス㉁量㸸࢞ス㉁量のィ算には、The HI Nearby Galaxy Survey (THINGS; [1]) の✚分ᙉ度図を用いる。これを༢位面

✚あたりの୰性Ỉ⣲ཎᏊのಶ数に変᥮する。

星㉁量㸸星㉁量のィ算には㉁量光度比 [2]を用いる。㉁量光度比に用いる光度は Spitzer Infrared Nearby Galaxies 
Survey (SINGS; [3]) の ܫ バンド (805 nm) と ܸ バンド (550 nm) の値を᥇用した。

㏿度分布㸸まࡎ、࢞ス㉁量、星㉁量それぞれを用いて、㖟Ἑの画像の各ࣆクセルに対して、全てのࣆクセルから受け

る୓有引ຊによる㔜ຊຍ㏿度をィ算する。ݒ より、各ࣆクセルにおける全㉁量による㔜ຊຍ㏿度を求めた。これらから

࢞ス・星による㔜ຊຍ㏿度のᐤ与を差し引くことでダークマターによる㔜ຊຍ㏿度を求めた。このຍ㏿度のうࡕ、༙ ᚄ

方向ᡂ分だけを取り出すと向心ຍ㏿度となる。෇㐠動していると௬定したため向心ຍ㏿度とダークマターによるᅇ㌿

㏿度 ୢݒ の関係は ܽ = ୢݒ
ଶ/ݎ と表され、これを用いて ୢݒ を求めた。

４．結果
ダークマターに球対⛠を௬定すると、༙ᚄݎ において、

ᅇ㌿㏿度が ୢݒ のときの向心ຍ㏿度 ୢݒ
ଶ/ݎ と、ダークマ

ターのෆໟ㉁量 ݉ୢ による㔜ຊຍ㏿度 ଶݎ/ୢ݉ܩ が㔮り合

う。この関係を用いて ୢݒ から ݉ୢ を求めた。༙ ᚄ方向の

㉁量分布は図2 のようになり、࢞ スが観測された⠊ᅖෆ

のダークマター㉁量は 1.2 × 10ଵଵٖܯ となった。これは、

先行研究から᥎定した値と↓▩┪な結果である。

５．考察
ダークマター㉁量の༙ᚄ方向の分布は、理ㄽ的にはཎ点௜近で㠀⥺ᙧに増えた後、⥺ᙧに増えていくはࡎであるが、本研

究では全体を通して⥺ᙧな増ຍであり、外側で値が大きく下がっている。そのཎᅉと考えられるのは ߠ の誤差である。ߠ が

小さいと、その変化に対して ݒ が大きく変化する。したがって、わࡎかな誤差がィ算結果に大きな影響を与える。
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